
令和5年奥能登地震の被災地への支援として

珠洲市へ自社商品「MamoRoom」を寄贈
～工具不要、組み立て10分、天井・鍵付きの個室ブースで安心できる空間を～
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＜報道関係者各位＞

PRESS RELEASE

間仕切りで新たな価値を創造する間づくりカンパニーのコマニー株式会社（本社：石川県小松市、
代表取締役社長執行役員：塚本健太）は、2023年5月5日石川県能登地方で発生した地震で被害を受
けた石川県珠洲市への被災地支援として、自社で販売している避難所ブース「MamoRoom」を9月2
3日に３セット寄贈しました。

2023年10月13日
コマニー株式会社

■MamoRoom（マモルーム）について
被災地などの避難所の大部屋内では、プラ

イベートな空間を確保することが難しく、特
に女性にとって安心して着替えもできない環
境です。その環境を少しでも良くしたいとい
う想いから、被災地での避難所に関する様々
な研究の調査、日本政府SDGs推進円卓会議
構成員、防災に関する有識者、被災地支援を
行うNPO等との意見交換、金沢工業大学の
脳波計を用いた研究等を経て、避難所用プラ
イベートブースとして開発・商品化しました。
清潔感や安心感を感じていただけるように、
ビスや金物の端面など危機感を排し、ブース
の入り口付近に十分にスペースが確保できな
い場合でも扉が開くようにドアを配置してい
ます。

当社はこれまでも大きな地震や豪雨で被害を受けた地域へ、社員から有志を募って現地でのボラン
ティア活動への参加、被災地の方や支援団体「NPO法人ユナイテッド・アース」様から状況を伺い、
現地で必要とされている物資を送る活動等を行っております。今回は2023年5月5日に石川県能登地
方で発生した地震で震度6強を観測した石川県珠洲市の避難所へ、当社が販売している避難所ブース
「MamoRoom（マモルーム）」を9月23日に3セット寄贈しました。
今後も当社が2030年までに目指す姿「Empower all Life  一人一人が光り輝く社会に貢献」が実現で
きるよう、活動を行ってまいります。

また、ドアにはカギを設け、パネルの取っ手や換気用の加工穴は携帯電話などが入らない寸法に
することで盗撮からの不安解消、面ファスナーの位置や量を調整し、組み立てのしやすさと強度の
バランスを図っています。さらに組み立ても工具不要で大人２人で約10分程度でできるように
なっており、平常時もイベントや集中ブース等としての利用にも期待でき、備蓄がムダという認識
が解消されるように設計されています。

■珠洲市市民ふれあいの里健康増進センター、三上所長コメント
避難所では、着替えやトイレなどの個室を作ることが出来ず、被災した自宅に帰って着替える方

もいらっしゃいました。MamoRoomのおかげで不安が解消されるのでとても助かります。
簡易ブースながらも、ドアにはしっかりとした鍵も付いており、ブース内も椅子が置ける広さなの
でとても便利です。ご協力いただき、本当にありがとうございました。

▲珠洲市で組み立てたMamoRoom

▲当社内で組み
立てを撮影し
た動画
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◆参考：2023年度の当社の被災地への支援活動

◆会社概要 (2023年3月現在) ◆COMANYについて
商号 コマニー株式会社
所在地 〒923-8502

石川県小松市工業団地一丁目93番地
設立 昭和36年8月18日
資本金 100百万円
売上高 24,475百万円

※2022年度は決算月の変更に伴い、2022年4月から
12月の9か月間の売上高 

従業員数 連結：1,202名  単体：1,056名（12月31日時点）
事業内容 間仕切製造 及び 設計、施工、販売ならびに内装工事

COMANYは、オフィス、工場、病院・福祉、学校、公共・商業施
設などあらゆる空間で、機能性やデザイン性を追求した空間・間
仕切製品をご提供します。

「間づくり」を通して、すべての人が光り輝く人生を送るために、
より良く働き、より良く学び、より良く生きるための持続可能な
環境づくり、人づくりに貢献し、間づくりでEmpower all Lifeを実
現していきます。

7月12日夜、石川県内に線状降水帯が発生し、記録的な豪雨に見舞われたことで河川が氾濫。津幡
町と隣接するかほく市で計70棟の住宅に被害（一部破損7棟、床上浸水8棟、床下浸水55棟）が発生
しました。コマニーでは7月29日、8月5日、8月11日に津幡町へボランティアで床下に流れこんだド
ロの除去活動に参加しました。

7月29日 8月5日 8月11日

5月5日昼、石川県能登地方で発生した地震では震度6強を観測。家屋への被害は700棟を超え、現
在も仮設住宅や避難所で生活されている方がいらっしゃいます。コマニーでは石川県珠洲市の仮設
住宅にお住まいの16世帯に除湿器を寄贈し、少しでも快適な生活が過ごせるように支援しました。
また、同市の避難所で生活している方の生活環境向上、安心できる環境の向上としてMamoRoom
を寄贈しました。

▲当日ボランティアに参加したコマニー社員

▲仮設住宅に寄贈した除湿器 ▲避難所に寄贈したMamoRoom

8月25日 9月23日
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